
研究科長　 石丸憲一先生
　 創価大学教職大学院が発足して，18年目を迎えています。300人を超える修了生
が教育界で活躍しています。学校で教師力，授業力を発揮している，教育委員会等で
教育を支える裏方を担っている，学校管理職として教育を先頭に立って牽引している
など形は様々ですが，皆心は一つ，子供たちの現在と未来の幸せを実現することを目
指していることは間違いありません。
　 現行のカリキュラムに「人間教育の理論と実践」という科目があります。全教員が
３コマ程度を受け持ち，それぞれが考える人間教育の具体を授業という形で表現して
います。院生も教員も，もちろん修了生も，皆が人間教育という理念でつながってい
ることが，創価大学教職大学院のパワーの源となっているのです。
 

　 創価大学教職大学院では，新たに学部4年次から大学院科目を先行履修し，5年間で学部
と大学院を一貫して修了できる特別コースを開設することになりました。教員不足や教育の
複雑化が進む現代において，より専門的かつ実践的な力を備えた教員の育成が急務です。
本コースでは，夏季集中講座などを活用し，効率的に単位を修得。高度な専門性，実践的指
導力，確かな授業力を磨き，未来の教育現場をリードする教員を育成します。
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教職大学院 指針
一、子どもの幸福を目指す   慈愛の教育者たれ！
一、生命の尊厳を護り抜く   正義の教育者たれ！
一、平和の世界を創造しゆく  英知の教育者たれ！

２００８年３月１６日に創立者池田大作先生より拝授
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髙木 正之 先生

相樂 直子 先生

く 教職大学院に今年いらした先生方の集い

　 教職大学院での学びは，現職教員にとっては自らの実践，スト
レートマスターにとっては過去の実践例を問い直し，理論と結び
付けながら新たな知見を得る貴重な機会です。現在，学校種を問
わず探究的な学習が求められています。私が専門とする初等理科
教育では，昭和の頃から問題解決の学習が求められています。し
かし，子どもたちが疑問や問いを科学的に追究し，結論を導くこ
とができるように育てていくために教師には高い授業力が必要
で，その高みに至るのは容易ではありません。教職大学院の仲間
と共に探究し，対話を重ねることで，教員としての視野が大きく
広がり，授業力が向上することが期待できます。

 　昨年度，本学教育学部に着任し，今年度より教職大学院所属となりま
した。専門は学校心理学で，研究テーマは，教師が多職種連携を学ぶ教
育・研修プログラムの開発です。
　教職大学院には，現場経験豊かな現職教員に加え，学部卒業後すぐに進
学したストレートマスターの院生も在籍しており，立場の異なる仲間と実
践を学び合う日々は大きな刺激となっています。現場での課題に理論を重
ね，理論から実践への視座を得る——そうした「理論と実践の往還」を実
感できることが，この大学院の大きな魅力です。
　教育に情熱をもち，学び続けたいと願う皆さん，教職大学院で多様な仲
間と共に学び，実践と研究を往還する学びを深めてみませんか。

窪田 香 先生
 　今年度，新しく教職大学院に着任した窪田です。専門は外国語教育
です。
　外国語の指導方法に加え，シンガポールの学校を訪問し，現地の教
員と教育の違いについてディスカッションを行ったり，児童・生徒向
けに授業を実施したりする実地研究の授業などを担当しています。　
これまで東京都教育委員会で施策立案や教員研修に携わってきた経験
を活かし，現場に根ざした教員研修や教育行政の支援の在り方につい
ても，皆さんと一緒に考えています。
 　教職大学院の学生の皆さんは，教えることへの情熱や，より良い教
育を目指すひたむきな姿勢にあふれています。そんな皆さんと学び合
いながら，私自身も日々刺激を受けています。

素敵な先生方と近い距離で，丁寧に学びを進められることに感謝です！
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　私は理工学部から教職大学院へ進学しました。大学院では理科教育
だけでなく，教育心理，特別支援教育，学級経営，創価教育，現在で
言う個別最適な学び等，幅広い観点で教育について学び深めることが
できました。
　また，教職大学院での実習終了後も，実習先の学校で特別支援学級
の指導に講師として関わらせていただきました。その経験は自身の教
育観の形成だけでなく，採用される学校にも影響がありました。
　日々学校で子どもたちと関わっていると，「今日の授業の発問はあ
れで良かったのだろうか」あるいは「あのときの生徒への声掛けは別
の伝え方の方が良かったのではないか」など，ふとしたときに振り返
ることがあります。そうしたとき，大学院での学びや経験は立ち返る
べき原点になっています。
　採用４年目の現在，若手教員として学ばなければならないことは多
いですが，共に学んだ仲間，指導していただいた先生方を思い浮か
べ，努力を重ねていく決意です。

　 去年，講師とし
て講演いただいた
難病ALSと闘う
竹永先生の本が
第71回青少年読書
感想文全国コンク
ール 課題図書に！

Interview　 本学大学院を修了後に大学院の学びを教育現場で活かして、
 ご活躍されている先輩方の声を紹介します。

各地でご活躍されている先輩方の姿にたくさんの勇気をいただいています！

く
く 教職大学院を愛する先輩たちの集い

16期人間教育実践リーダーコース
坂上 裕久 先生

　「創立者のもとで再び学びたい」という強い思いから，教職大学
院への進学を決意しました。この学びは，教育行政の場で学校マネ
ジメント，学校支援，校内研究の講師，特別支援教育など多岐にわ
たる場面で役立っています。
　また，研究方法や論文作成の技術を習得したことは，卒業後の学
術論文作成に大きく貢献しました。何よりも，最高の先生方と同期
と共に学びを深められたことは，かけがえのない金の思い出となっ
ています。

13期人間教育プロフェッショナルコース（２年制）
西方 光一 先生　 　　　



 　 運営する側，参加する側という両方の視点から
「体験活動の中で学ぶ」ことの意味を深く考えまし
た。「仲間（みんな）が主役」というテーマ通り，
それぞれの気持ちが折り重なった厚みのある学びに
なり，次につながる経験となりました。

 　 プロフェッショナルコースと現場経験が豊富なリーダーコー
スが協力し合うことで，互いの姿勢や知識といったものをより
良いものにすることができた授業でした。宿泊学習に向けた具
体的な取り組みや活動をすることができ，これまでにない実践
的な学びにつなげることができました。

5/31～6/1で体験学習を計画・実施しました。

 　 人が教育をつくっているということを
改めて学ぶことができました。旅行では
経験することのできない現地の先生方と
の学びは，人生の宝物になりました。
これからに活かしていきたいです！

谷平 真弓
（人間教育プロフェッショナルコース3年制）

　 シンガポールは多民族の文化をそれぞれ尊重していて
温かい雰囲気を感じました。シンガポールの先生方は，
皆さん教育への情熱と信念をもっていて，学ぶべきこと
がたくさんありました。先生や学生と一緒に過ごした　 
１週間は，かけがえのない経験になりました！！

6/28〜7/4でシンガポール研修を計画・実施しました。

　佐生 瑞穂（人間教育実践リーダコース）

く 教職大学院を愛する者たちの集い

　 　　　三枝 英之（人間教育プロフェッショナルコース2年制）

　 　　　　　高橋 昭博（人間教育実践リーダコース）

素晴らしい出会いの中で 教育とは何かをあらためて深く問い直す旅になりました！
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